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「日本の高速鉄道の国際的評価：討議会」第２回の討議課題

平成 26 年 6 月 16 日

１．列車制御と運行管理システム

ＪＲ東日本の新幹線（東北・上越・北陸・山形・秋田）では、軌間の違いという特性から、これ

まで他の路線・鉄道会社とは隔離されていました。そのため、輸送管理システムは、在来線システ

ムのような系統ごとに縦割りなシステム形態とは異なり、COMTRAC から COSMOS へ系統を跨がったト

ータルシステムとして独自進化をしてきました。しかし今後、金沢延伸・新函館開業をはじめ、会

社間の相互直通運転や３線軌による新在共用運転が始まります。また将来的には、FGT による新在

直通や Train On Train による貨物列車走行も構想されています。こういった背景の中、以下の討

議をお願いします。

・将来、新幹線ではどのような輸送管理形態が想定されるか

・会社間・新在間を跨がった輸送管理システムに求められるものは何か

具体的な討議課題として以下の５項目をお願いします。

P125～126：「のぞみ」が停車する駅相互間は比較的便利であるが、それ以外の駅間では利用機会

が１時間に１本しかない例が少なくない。混雑する列車がある一方、東京から直通の３本の 16

両編成の「のぞみ」は輸送力過多なため、岡山から先では空席が目立つ。（中略）ＴＧＶは、列

車の最長が約 400ｍであることは東海道新幹線と共通である。ただし、200ｍの車両をそのまま用

いるか、需要の質と量に対応して２つ併結して 400ｍにするかの選択ができる。必要があれば時

刻表にはない特発列車を定期列車の直前に走らせるサービスも行われている。（中略）中国もこ

のフランス方式を導入しており、８両編成 200ｍ長の編成と 16 両編成 400ｍ長のものとを用意し

て使い分けている。

P133～134：岡山開業時に、列車の順序を予め蓄積しておき、列車の動きに応じて自動的に分岐

器の制御を遅れなく実行するプログラム制御を導入し、COMTRAC と称した。(中略）「総合」とは

駅の案内表示、放送なども含めたシステム、という意味と、ある程度の運転整理機能も持ってい

ることを意味している。東海道・山陽新幹線よりも新しい東北新幹線の運行管理システム COSMOS

にはこうした「総合機能」も含まれているし、古くからの新幹線も今ではこの機能を持っている。

ダイヤが大幅に乱れた際の運行管理の主体になる運転整理、つまり、待避駅や着発線の変更、途

中打ち切り、特発などは今でも完全自動のシステムはなく、指令員を補助する機能として導入さ

れている。
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（１）輸送需要への対応

編成分割併合による輸送需要への柔軟な対応を実現することは可能か？

（２）到達時分の短縮

東北新幹線と山形・秋田新幹線の分割併合を、走行中に行うことはできないか？

（３）東京～大宮間の線路容量問題

連休初日・最終日など特異日の列車ダイヤ設定をもっと柔軟にする方策は？

（４）オンデマンド運転対応

新幹線車両を１両単位で運用し、お客さまの希望行き先に応じて運転することは現実的なのか？

（５）青函トンネル問題

新在共用区間の高速化を行うための制御システムは実現できるのか？

２．日本の優れた点を世界に広めるには

著書の中で新幹線の国際展開する上でのアピール方法が書いてありました。今年はＪＲ東海主催

で新幹線開業５０周年記念高速鉄道国際会議国際高速鉄道会議、来年はＪＲ東日本とＵＩＣの共催

で High Speed World Congress が開かれます。そこでの有効なアピール方法や日本の鉄道関係者に

期待することがあればお教え下さい。

P187～191：日本の優れた点を世界に広め、結果的に日本の鉄道産業も日本の交通システムも発

展させるにはどうしたらよいか、考えてみよう。

①相手国のニーズに合わせた提案をする

②欧州にまねのしにくい長所を売り込む

③日本流を普及させる

④世界的「村社会」を活用する

⑤東アジア標準を作って広める

⑥見てもらうために、ジャパン・レイル・パスの改善を


